
南画院展出展について  

南画院は、昭和２１年(１９４６年)に、新時代の南画の普及と発展を目指して創立され、

以来、７０数年を経ながら自然風物、それ等が持つ躍動的な生命感を画面に表すと同時に気

品の高い清らかな心を表現することを目標としてきた伝統ある画壇です。 

出展は５０～１００号の水墨画等が多く、迫力ある作品が展示されています。 

今回は、厳冬期「白銀の前穂高東壁」を出品しましたが、元旦、蝶ヶ岳でテント伯後、下

山途中スターダストの舞い散る中で展望した東壁を描いております。 

井上靖の小説「氷壁」の舞台となったところであり、戦後の穂高周辺のバリエーションル

ート開拓期の昭和 30 年 1 月 2 日(1955 年)、厳冬の前穂高頂上直下岩場で発生したナイロ

ンザイル切断による滑落事件の実話が小説のモデルになっております。 

三重県鈴鹿の社会人山岳会「岩陵会」のパイオニア的登山家(澤田、石原、若山)が冬季登

攀記録のない前穂高東壁未踏ルートへの挑戦で発生した出来事であったこと等から、当時、

新聞等で騒がれて社会的反響のあった事件です。 

事件は、マイナス 25 度の悪天下、ビバーグ等 2 日間かけての登攀で雪の状態が悪く岸壁

に取りつくも難攻を極めて、ザイルを突起状の岩にかけて若山氏が直登した時、ザイルが切

断して滑落したものでした。 

テント泊の蝶ヶ岳は風雪下マイナス 21 度、天候は事件当時とほぼ同様で、荒れる穂高で

は数グルーブの遭難が発生しており、下山においては更なる天候悪化で徳沢園からの梓川

沿いは積雪に覆われており、ほぼラッセル状態での歩行、夕暮れ間近に釜トンネルに辿り着

いた次第であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  蝶ヶ岳テント場から荒れる穂高を眺望(写真画像)     釜トンネルにて 

 

当時の状況は今でも鮮明に覚えており、下山途中で眺めた前穂高東壁は、迫りくる威圧感

があり圧倒される思いであり。今回、そのような状況を脳裏に浮かべながら描きました。 

若くして氷壁に散ったアルピニスト若山五郎氏の御霊に捧げたいと思う。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小説「氷壁」― 魚津から矢代美那子への最後の別れの言葉 

「小坂は貴女に冬山の氷の壁を見せたいといいました。僕もいま冬山の氷の壁を見せた

い人があるとすれば、失礼な言い種ですが、貴女だと思うんです」 

 

 

前穂高東壁(写真画像) 穂高頂上稜線は風雪が舞い上がっている 

滑落地点 

「白銀の前穂高東壁」(P50 号 80×112cm) 



 

 

 

  展示会場内 



中島茂夫氏について 

 

中島氏は、日本を代表する日本画家のお一人であり、今回も「前穂高」「谷川岳」の作

品を出展されておられます。 

中島氏は、毎年 10 点以上を描かれて展示会に出展されており、今年はベトナムでの展

示会にも出展、現地訪問もされたとのことです。 

2020 年 1 月には、「上野の森美術館」で個展を開催されており、この個展での中島氏と

の出会いが、今日の私の絵画展示会に繋がっております。 

将来的には、再度「上野の森美術館」での個展を計画されておられるようであり、今回

出展の作品も展示されるものと思われます。是非とも会場で大作の数々をを鑑賞堪能し

て頂きたいものです。 

 

 

   中島茂夫氏と 100 号の出展作品 

 

 

                     南画院展 

会期 10 月 24 日～10 月 30 日 

                          会場 東京都美術館(上野公園) 


